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1. はじめに 

本研究室では、タイ王国における火力発電で副産物とし

て大量に排出される籾殻灰に着目し、コンクリート構造物

への有効利用を目的とした研究(1)を行なっている。籾殻灰

を混入したコンクリートは粘性が高く施工性は劣るが、ポ

ゾラン反応性が活発となり、気中養生時の強度発現にも優

れている。そこで、実用化に向けて混和材として籾殻灰を

加えた RC はり部材の破壊挙動を実験に基づいて検討する

ことを目的とした。 

2. 実験概要 

表-1 に使用材料を、表-2 に配合表を示す。また、図-1 に

RC はり部材の形状寸法を示す。幅 200mm、高さ 300mm、

部材長 2000mm の鋼製型枠に、主鉄筋として D19(SD345)

の異形棒鋼を 3 本配置した。また載荷試験中のせん断破壊

を防止するために、D10(SD295)の異形棒鋼をスターラップ

として 100mm 間隔で配置した。打設時はコンクリートを 2

層に分けて詰め込み、棒状バイブレーターで入念に締固め

を行った。試験体は各配合について 1本ずつ作製し 20±2.5℃、

60±20%の環境下で養生した。曲げ破壊試験には 1000kN 構

造試験機を使用した。図-1 に示すように、せん断スパン長

(a＝800mm)および有効高さ(d＝250mm)として、材齢 91 日

の試験体に対して、2 点載荷による曲げ引張破壊(a/d＝3.2)

を想定し、試験を実施した。支点は一方を固定ヒンジ支承、

他方を可動ヒンジ支承とし、載荷点の上に丸棒、荷重分配

桁およびロードセルを載せ、曲げ破壊となるまで載荷した。たわみの算定および終局曲げモーメントの算定は、コ

ンクリート標準示方書の有効曲げ剛性モデル(2)を用い、各配合に対してたわみの算定を行った。また、算定された

たわみ量(以下、たわみの計算値)を曲げ破壊試験から計測されたたわみ量(以下、たわみの実測値)と比較し、籾殻

灰を混入した RC はり部材のたわみ量の算定においての安全性および適応性を検証した。 

終局曲げモーメントの計算には、コンクリート標準示方書に準じた終局曲げモーメントの算定式が一般に多く

用いられている。籾殻灰を混入した RC はり部材に対しては、終局曲げモーメントの算定についての安全性および

適応性を検討する必要がある。そのため本研究では、算定された終局曲げモーメント(以下、終局曲げモーメント

の計算値)を曲げ破壊試験から計測された終局曲げモーメント(以下、終局曲げモーメントの実測値)と比較するこ

とにより、その安全性および適応性を検証した。 

3. 実験結果および考察 

3.1 全体挙動 

材齢 91 日における Base ならびに籾殻灰を混入したコンクリートの圧縮強度はそれぞれ 30.3N/mm2、42.0N/mm2

表-2 配合表 

表-1 使用材料 

種別 記号 物性値

普通ポルトランドセメント C 密度：3.16g/cm3 比表面積：3290cm2/g(UM社製)

細骨材 砕砂 S
表乾密度：2.67g/cm3 絶乾密度：2.64g/cm3

吸水率：1.24% 粗粒率：2.77

粗骨材 砕石 G
表乾密度：2.72g/cm3 絶乾密度：2.70g/cm3

吸水率：58.9% 粗粒率：6.64 実積率：58.9%

混和材 籾殻灰 RHA
密度：2.41g/cm3 平均粒径：80.1μm

比表面積：321000cm2/g 未燃カーボン：3.5%

混和剤
高性能AE減水剤 SP 主成分：ポリカルボン酸系 非空気連行タイプ

AE剤 AE 主成分：高級脂肪酸および非イオン系界面活性剤

図-1 RC はり部材の形状寸法 
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<備考>
・左図ははり中央での断面。
・真ん中の鉄筋は途中から
折曲げ鉄筋として使用。

・たわみの測定位置ははり
中央下面。
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